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・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記
載してください。

環境

有給休暇取得率の向上
有給休暇取得率の向上
2020年37.9％⇒2023
年38.9％

2023年度
53.4％

社会

経済

環境

廃プラ廃棄物のリサイクルの推進
又は、受託した廃棄物のリサイクルの推進

廃ブラ廃棄物のリサイクル
（リサイクル率）
2020年選別85％、ﾏﾃﾘｱﾙ
50％⇒2023年選別85％
以上、ﾏﾃﾘｱﾙ50％以上

2023年度
選別→91.3％
マテリアル→50.3％

社会

経済

環境

二酸化炭素排出量の削減

二酸化炭素排出量（年間処
理原単位）
2020年0.148827
⇒2023年0.144407

2023年度
0.135177

社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当
する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

環境にやさしい廃棄物処理・再資源化の循環型社会の推進に向けて、パートナーシップの1例として、熊本県内の
自治体・事業者が収集した廃プラスチックの処理、減量化、再資源化などリサイクルを推進していく。また社内で
は職場環境の整備を図り、安心、安全、働きやすさを推進していく。

環境

エネルギー（原油換算）消費原単位の削減
エネルギー（原油換算）消費原単位
2023年実績　0.1202
2026年目標　0.1166

社会

経済

プラスチック資源循環推進法に基づいた廃プラスチック
のリサイクル推進

廃ブラ廃棄物のリサイクル（リサイクル率）
樹脂選別課
2023年度 85％ →2026年度 90.0％以
上
ﾏﾃﾘｱﾙ課
2023年度 50％ →2026年度 50.0％以
上

社会

経済

環境

人材育成を推進し、従業員が働きやすい職場環境を構築

有休取得率
2023年度 82.4％ →2026年度　85.0％
以上
一人当たりの残業時間
2023年度 2.7ｈ/月 →2026年度　2.0ｈ以
内/月

社会

経済

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 株式会社エコポート九州

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

私たちエコポート九州は、再資源化（リサイクル）のプロフェッショナル企業として、SDGsの取組みにチャレンジ
し、持続可能な社会（循環型経済社会）の実現に努めてまいります。循環型経済社会とは、資源・エネルギーが無駄
なく有効に活用される社会であり、活発な技術革新を伴い、広範な分野で市場と雇用の拡大が実現されていく社
会です。私たちは、事業を通して環境にやさしい廃棄物処理・再資源化の新しい分野に取り組んで参ります。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新


